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研究要旨 
 北海道の地域性に配慮した効率の良いECP設置を検討する基盤データを得るため、2015年～2017
年に他院から紹介され北海道大学病院で同種造血幹細胞移植を受けた症例において、紹介病院の
地域と移植後のフォローアップ先の病院の地域を調査した。 
札幌圏外から紹介された症例の割合は40.8%であったが、退院後のフォローアップ先としては札幌
（当院）が多くを占めていた。一方、経過と共に地元の病院にフォローアップ先が移行している
傾向も認められた。 
本調査では、地元の病院でフォロー中の症例が、慢性GVHDを発症しECPを要すると判断された場合、
当院への転院加療で対応可能と考えられ、札幌圏外にECPを設置する意義は確認されなかったが、
今後も移植後症例におけるフォローアップ先の推移を検証していく必要がある。 

 
Ａ. 研究目的 
北海道の地域性に配慮した効率の良いECP設置を検
討するための基盤となるデータを得る。 
 
Ｂ. 研究方法 
2015年～2017年に、他院から紹介され当院にて同種
造血幹細胞移植を受けた症例における、紹介病院の
地域と、移植後のフォローアップ先の病院の地域を
調査する。 
 
＜倫理面への配慮＞ 
本研究は性質上倫理面への配慮は不要である。 
 
Ｃ. 研究結果 
①2015年～2017年に他院から紹介され当院にて同種
造血幹細胞移植を受けた症例数、および紹介病院を
地域別の割合は下記の通りであった。 
 
②上記期間における退院後のフォローアップ地域を
調査したところ、下記の通りだった。 

 
③上記期間において、札幌圏外の病院から紹介され 
た症例が退院後のフォロー先において地元の病院 
が選択された割合は、いずれも50％であった。 
 
④札幌圏外の病院から紹介され、2015年に移植を受
けた症例における、退院後のフォローアップ先の地
域の変化は、下記の通りであった。 
 
Ｄ. 考察 
①他院から紹介され当院で同種移植が施行された
症例のうち、札幌圏外から紹介された症例の割合
は40.8%であり、全体の半数弱を占めていた。 

 ②退院後のフォローアップ先として地元の病院が
選択された割合は19.2%であり、多くは札幌（当院）
が選択されていた。一方で、時間経過と共に地元

の病院に移行している傾向も認められ、地元の病
院でフォローされる同種移植症例は、今後も増加
傾向を示す可能性が考えられた。 

 ③地元の病院でフォロー中の症例が、慢性GVHDを
発症しECPを要すると判断された場合、慢性GVHD
の発症率を考慮すると、現時点では当院への転院
加療で対応可能な症例数と考えられた。 

 
Ｅ. 結論 
札幌圏外にECPを設置する意義は、本調査では確認さ
れなかったが、今後も移植後症例におけるフォロー
アップ先の推移を検証していく必要がある。 
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